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EU向け︓衛⽣証明書
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英国、欧州連合、スイス及びノルウェー
向け輸出⽔産⾷品の取扱要綱

（農林⽔産省HP）

発⾏要件 ⼿続き

・ EUの求める衛⽣要件を満たす⽔産⾷品
（活⽔産動物を除く）であること

・ 荷⼝確認の結果、申請内容と輸出品⽬
の数量が⼀致していること

申請先︓① 農林⽔産省輸出・国際局、⼜は
② 都道府県等衛⽣部局

提出書類︓
・ 運送情報・輸出品⽬・重量等が分かる資料
（インボイス、パッキングリスト、BL⼜はAWBの

写し等）
・ ⼊⼿経路が明らかとなる取引関係書類（写し）



⽶国向け︓衛⽣証明書（不要）
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アメリカ合衆国向け輸出⽔産⾷品の
取扱要綱

（農林⽔産省HP）

・ 衛⽣証明書添付は不要。
・ 輸⼊者は⽶国当局の求めに応じて、⽶国

の求める衛⽣要件を満たした施設で製造
されたものであることを⽰す必要。

・ 施設認定により発⾏が可能な施設認定
証により、⽶国の求める衛⽣要件を
満たした施設であることを⽰すことが可能。



ベトナム向け︓衛⽣証明書
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ベトナム向け輸出⽔産⾷品の取扱要綱
（農林⽔産省HP）

発⾏要件 ⼿続き

⾷品衛⽣法に適合した⽔産動物及びこれら
の加⼯品（活⽔産動物を除く）

※ 活⽔産動物は証明書の様式等協議中
のため証明書発⾏不可。

申請先︓農林⽔産省地⽅農政局等
提出書類︓

・ 運送情報・輸出品⽬・重量等が分かる
資料（インボイス、パッキングリスト、BL⼜は
AWBの写し等）

・ 製品の官能検査結果記録
・ 最終加⼯施設※が⼀定程度の衛⽣

管理が実施されていることが確認できる
⾷品衛⽣監視票等の写し
※ 国内未加⼯品の場合、最終保管

施設



台湾向け︓⾙類の衛⽣証明書
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台湾向け輸出⾙類の取扱要綱
（農林⽔産省HP）

発⾏要件 ⼿続き

・ ⾷品衛⽣法に適合し、⼈の⾷⽤に適する
⾙類

・ 養殖の場合、漁業権免許を有する養殖
場で⽣産されたものであること

活⾙類
申請先︓⽔産庁加⼯流通課等
提出書類︓
ー運送情報・輸出品⽬・重量等が分かる資料
（インボイス、パッキングリスト、BL⼜はAWBの写し等）
ー漁業権免許の写し（国内養殖品の場合）

活以外の⾙類
申請先︓農林⽔産省地⽅農政局等
申請先に以下の書類を提出
－運送情報・輸出品⽬・重量等が分かる資料
（インボイス、パッキングリスト、BL⼜はAWBの写し等）
－漁業権免許の写し（国内養殖品の場合）
－⼊⼿経路等が明らかとなる取引関係書類

の写し
－最終加⼯施設が⼀定程度の衛⽣管理が

実施されていることが確認できる⾷品衛⽣
監視票等の写し

⼀部の活⽔産動物は動物衛⽣に係る
衛⽣証明書が必要です。
（申請先︓都道府県⽔産部局）
詳しくは、農林⽔産省HPをご覧ください。

台湾向け輸出⽔産
動物の取扱いについて



台湾向け︓⽔産⾷品の衛⽣証明書
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⼿続き

活⾙類
申請先︓⽔産庁加⼯流通課等

活⾙類以外の⽔産⾷品
申請先︓農林⽔産省地⽅農政局等

申請書類︓
・ 運送情報・輸出品⽬・重量等が分かる資料
（インボイス、パッキングリスト等）
※ 他の書類は検討中

台湾向け輸出⾙類の取扱要綱
（農林⽔産省HP）

令和6年1⽉1⽇から新規制が施⾏され、台
湾向けに輸出される⽔産⾷品に関して、台湾
から施設の承認を受ける必要があり、衛⽣証
明書の添付の義務づけが予定されています。

詳しくは、農林⽔産省HPをご覧ください。

台湾向け輸出⽔産⾷品の
施設認定及び衛⽣証明書の
添付の義務づけについて



農林⽔産省ホームページ
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施設認定や証明書発⾏のための⼿続（申請先や提出書類等）を掲載。

輸出 施設認定 検 索



農林⽔産物･⾷品の輸出に関するお問い合わせ先
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輸出全体︓https://www.maff.go.jp/j/yusyutu_kokusai/index.html

農林⽔産物・⾷品の輸出促進対策

: https://www.maff.go.jp/j/shokusan/hq/index-1.html
: https://www.maff.go.jp/j/shokusan/hq/i-4/yusyutu_shinsei.html
: https://www.maff.go.jp/j/export/e_info/hukushima_kakukokukensa.html

●農林⽔産物・⾷品輸出本部
●各種証明書・施設認定
●放射性物質に係る規制・対応

更に詳細な情報や、証明書の申請が必要となる等、二次対応が必要な場合には
最適な相談先や証明書の申請先等を紹介いたします。


